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1研 究 主 題

自 分 の よ さ を 生 か し,互 い に 高 め 合 う 体 育 学 習

一 ボール運動の特性 にふ れる楽 しさを通 して 一

H研 究 主題設 定 の理 由

これか らの学校教育 には,自 ら考え判断 し,行 動す る 「主体 的に生 きて い く力の育成」が

求め られてい る。 この課題を受け体育科 において は,生 涯体育 ・スポーツの視点に立 ち,児

童一人一人が生涯 にわた って運動 に親 しみ,健 康で安全な生活 を営む こ とがで きるような能

力や態度の育成 に努 あている ところであ る。

小学校 における児童観 と して は,自 分のよさや可能性 に気付 き,思 いや願 いの実現をあざ

し,よ りよ く生 きよ うとする意欲を もった存在 として と らえてい くことが大切であ る。 また,

よさとは児童が もってい る固有の資質や能力 であ り,児 童が 自 らのよさを自覚 し,豊 か に伸

ば してい くことが望 まれて いる。

児童は,自 分 の見方 や考 え方が まわ りか ら認 め られてい ることを自覚 したときに,自 分の

よさを意欲的に発揮 しよ うとす る。そのためには,自 己評価す る力や相互 に評価す る力を育

ててい くことが必要で ある。

興味 ・関心,意 欲,態 度,運 動の経験や技能 などの様 々な学習 の準備状況 に違いのあ る児

童が一緒 にな って展 開され る体育学習においては,児 童相互のかかわ り合 いを重視 し,「 よ

さ」を認め合 い,生 か し合 うことので きる学習活動の展開が重要で あると考え,研 究主題 を

「自分のよ さを生か し,互 いに高め合 う体育学習 一ボール運動の特性 にふれ る楽 しさを通

して 一」 と し,ボ ール運動領域を通 して研究 を深め ることと した。特 に,チ ームで学 習す る

ことに着 目 し,運 動 の特性 にふれ る楽 しさを味わ うことを通 して,児 童一人一人の 「よさ」

やチームの 「よさJを 生か し,高 め合 うことので きる授業づ くりをめざ し,以 下の視点で研

究を進 めて きた。

正 一人一人のよ さが生 きる学習過程

2一 人一人のよ さが生 きるチームづ くり

3互 いによさを認め合い,よ さを生かす評価
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皿 研 究 の構 想

生 涯 体 育 ・ス ポー ツの視 点

体 育 科 の 目標

自 分 の よ さ を 生 か し,互 い に 高 あ 合 う体 育 学 習
～ ボール運動の特性 にふれる楽 しさを通 して～

基礎研究
・先行研究
・ボール運動の特性
・ボール運動の技能

調査研究
・児童の実態調 査
・教師の実態調査

めざすチーム像 ・めざす授 業像
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研 究 の 視 点

一 人一人の よさが生 きる

学 習 過 程

一 人 一 人 の よ さが生 き る

チ ム づ り

互 いによさを認め合い,よ さを生かす
評 価

実 証 授 業

分 析 と 考 察

ま と め と 課 題
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N研 究 の 内 容

1基 礎研究

(1)ボ ール運動の特性

① 一般的特性

② 児 童 か ら 見 た 特 性

パスやシュー トをする

楽 しさを味わえる

ゲームに勝っと
より大 きな喜びを
得 られる

1ノ
自分 の よさを生 か してゲ

ー ムを し,よ さを

＼塞懲 磯1
が

できる

勝敗を競い合 うことが
楽 しい

チームで作戦や練習を
工夫できる

鋤
(2)ボ ール運動の技 能(身 に付 けたい技能)

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル サ ッ カ ー

ノく ・ね らった所 にパ スを す る ・ね ら った方 向 にパ ス を す る

・止 ま って ボ ー ル を と る ・きた ボ ー ルを 足 元 に 止 め る

ス ・動 いて ボ ール を と る ・体 の い ろ い ろ な所 で ボ ー ル を止 め る

シ ・山 な りの シュ ー トを す る ・止 ま っ て い る ボ ー ル を シ ュ ー トす る

ユ

ー

ト

・バ ッ ク ボ ー ドを 使 っ て シ ュ ー トす る ・動 いて い る ボ ール を シ ュー トす る

ド ・ ドリブル を す る ・ ドリブ ル をす る

リ ・進みたい方 向 に ドリブルをす る ・進 みたい方向 に ドリブルをする

ブ
ル

・パ スを も らえ る位 置 に動 く ・パ スを も らえ る位 置 に動 く

攻守 ・パ スや ドリブル を 使 って 攻 め る ・パ スや ドリブ ルを 使 って 攻 め る

め り ・ピボ ッ トを 使 って 相 手 を か わす

方方 ・手を広 げて守 る ・ゴー ル を 背 に して 守 る

・攻守 の切 り替え を早 くす る ・攻守の切 り替えを早 くす る
・リバ ウ ン ドボ ール を と る

審判 ・ル ール を 理解 し,よ く動 い て 的 確 に審 判 を して い る

4



2調 査研究

(1)調 査の 目的

「ボール運動」領域におけ る児童 の意識 と教師の意識 ・指導 の実態 を探 り,研 究を進め

て い く手がか りとす る。

(2)調 査の方針

・研究主題 との関連を考慮 し,調 査項 目を考え る。

・調査項 目を設定 した意図を明確 にす る。

・短時間でで きる調査内容 に し,調 査 項 目の精選を図 る。

・集計,考 察 にあたって はボール運動 に対す る一人一人の思いや願 い,5・6年 の学年間,

あるいは男女間の意識の差 について検討 して い く。

(3)調 査の方法

① 調査期間 平成8年6月12日 ～19日

② 調査対象 児童 平成8年 度研 究員所属校の5・6年 生

教師 研究員所属校 の教師及 び区市の無作為抽出校5・6年 担任経験者

〈回答数〉

15年6年
合 計

児 童i1,597人11,554人 3,151人

教 嗣618人

(4)研 究主題 と調査項 目のかかわ り

「扇 のよさを生か し,互 いに高あ合 う体育学習

児 童 の 思 い や 願 い

よ さ を 生 か す 互 い に 高 め 合 う
L

ボ ー ル 運 動 の 特 性

め ざ す 授 業 像

児童 が 自己理 解,自 己発 揮,

り,自 分 の よ さを発 揮 し,
にな って い く学 習)

め ざ す チ ー ム 像

自己実現 互 いに認 め合 い教え合 いがで きる,豊
授 業(自 分 の よ さを 知i
発 揮 し,よ りよ い 自分
)

かな人 間関係 を基本 にお いた,
め合 え るチーム

〈支 援 の 在 り 方 〉
児童の思 いや願 いを実現す るための,教 師の支援 の実態 と児童の望む支援 とを比較
し,「 いっ ・どこで ・どん な支援が適切か」を明 らかにす る。

学 習 過 程
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(5)調 査結果 と考察
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【学習 の方法】

○試合 をた くさんやる学習 を期待 して いる

とい う項 目は、男女差が顕 著であ る。

【楽 しさや うれ しさの経験 に関す るこ と】

○試合 に勝 った ときに楽 しさ を感 じる児童 は

約8割 。

○ シュー トが できた ときに楽 しさを感 じる男

子は約6割 、女 子は7割 を越 える。

○ 男女差が顕 著なのは 、シュー ト ・作 戦につ

いての項 目。

練
習
と
試
ム
ロ

試
合
を
中
心
に

学
習
内
容
を

自
分
た
ち
で
選
ば
せ
て

__L__'"01dI

練
習
を
中
心
に

【学習 の方法】

○練 習と試合 の両方 を取 り入れ ている教 師は

約6割 。

○学習 内容を選択 させ る ・練習 中心の学習 を

進 める とい う教師 は1割 に満た ない。
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_【 願 うチー ム像 】

○ 協力 し助 け合 え るチ ーム を、

7割 以上 の児童が望 んでい

る。 ▲ L、

ρ ■ 【主 にチームづ く りに関す るもの】■■ ■-

○ チー ム編 成 の際 に は、教 師が 児 童 の様子 を観 察

し、 効果 的 に助言 しなが ら児 童 と共 に考 えて い

く必 要が あ る。 」

○ チー ム のよ さ を認 識 して 、互 い に協 力 し合 って

学 習 に取 り組 め る よ うに支援 して い く必 要が あ

る。

○そ れ ぞれ のチ ーム の 作戦 が、 チー ム の実 態に応

じて 立て られ て い るか、 練習 の方 法 は適 当で あ＼

るか を判 断 し、的 確 に助 言 して い く必 要 があ る。

○一 人 一人 がチ ーム の勝 利 に貢 献 し、楽 しさを 味

わ え るよ うな 支援 をして い く必 要 が ある。

1

・δ霧㍍編 籔 毅甥r

約8割 の 教 師 が つ く りた い
r

と思 っ て い る 。

a

_【 支援を願う場】
05年 生はチーム編成や",

ル ール決めの とき。

06年 生になる と、練習 の

場 面において支援 を必 要

とす る割 合が高 い。

○審判 を してい るとき。

、【指導の際に大切にしていること】.

○チ ーム 内の教 え合 いを大切

騨晦 にして いる.
○め あて を もたせた り、作戦

を話 し台 わせ た りす る こと

を大切 に して いる。
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(児)今 までの学習で、どんなことが役に立ちましたか)

偶)

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

友
達
の

ア
ド
バ
イ
ス

先
生
の

ア
ド
バ
イ
ス

学

習
力
ー
ド

練
習
の
資
料

【学習で役に立つこと】

○教師や友達か らのア ドバイスが役 に立った と感 じ
ている児童は約6割 に達 している。

○学習カー ドや資料は、全体か らみた割合は低いが
5年 生よ りも6年 生の方が役に立ったと感 じてい
る児童が多い.

作
戦
の
資
料

ビ
デ
オ

【具体的な支援の方法】

○助言を大切 にしている教師が9割 を
越える。

○学習カー ドを活用 している教師は約
6割 であるが、資料や視聴覚機器に
つ いては、半数 にも満たない。
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(教)児 童に自分のよいところを意識させて

学習に取り組ませていますか
a)
60

【主に評価に関す るもの】

○児童一人一人のよさを生か し、運動 の特性 に触れた楽 しさや喜びの深

まりが確かめられる 「関心 ・意欲 ・態度」 「思考 ・判断」 「技能jの

基本的な3つ の観点が明確で、 自他 のよさに着目できるような評価項

目を考え、評価 していく必要がある。

【よさを意識 させている教師の実態】

○一人一人のよさを意識 させている教

師の割合は、学習の流れによって対

象 となる児童は異なるが、意識させ

ている ・とき どき意識 させているを

合わせる と、8割 以上になる.
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10

【よ さの認識】

○関心 ・意欲 ・態度面に関するよさの認識の割 合が他の
項 目に比べ高い。O技能

面 に関する自分のよさの認識は、男子に比べ女子
の割合は低い。

○全体的 に見ると女 子に比べ、男子は自分のよさを感 じ

…と
き
ど

き
意
識

さ

せ

…て
い

る

.
学

習
の
流
れ

に
よ

つ

……
て
対

象
と
な

る
児
童

は
異

な
る
が

、
意

識

さ
せ

て
い
る

0

48.3

羅琴癬灘
一灘 鰻

鷹禦

馨
難麹一瞬轍i'

購 舞

40.1

欄

ia.z

灘 騒i覇o.6,

ま
つ
た
く
意
識
さ
ぜ

て
い
な
い

あ
ま
り
意
識
さ
せ
て

い
な
い

(%)(児)あ なたのよいとこるは、どんなところですか)
60

50

40

30

20

10

0 最

後
ま

で
あ
き
ら

め
な
い

で
プ
レ
ー
で
き
る

力
い
っ
ぱ
い

運
動
ず
る
こ
と
が
で
き
る

ね
ば
り
強
く
練
習
す
る

こ
と
が

で
き
る

シ
ユ
ー
ト
が
得

意

パ
ヌ
が
得
意

友
達
と
協
力
し
て

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
る

ド
リ
ブ
ル
が
得
意

練
習
の
や
り
万
や
動
き
方

を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る

ル
ー
ル
や
練
習
方
法
を

知
つ
て
い
る

友
達
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

自

分
に
ム
ロ
っ
た

め
あ

て
を

立
て
る

こ
と
が

で
き

る

作
戦
を

立
て
る
こ
と
が
で
き
る

チ
ー
ム
を
も
り
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る

審
判
が
で
き
る

分
か
ら
な
い

チ

ー
ム
を
ま
と

め
る

こ
と
が

で
き

る

チ

ー
ム
の
め
あ

て
を

立

て
る

こ
と
が

で
き

る

m



(児)体 育の学習でこんなことができたら
いいなと思うことは何ですか

(教)体 育の学習で
望んでいることはなんですか
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友達や先生にいるい 霧霧 筋籔難7」

11.6

【体育 学習 に望 む こと】

○児 童の思 いや願 いを生

か した体育 学習 を展 開

してい くと同時 に、そ

れぞ れの運 動の楽 しさ

(特性)に ふれ る ことの

で きるよ うな学 習を考

えていく必要がある。

○ 互 いに励 ま し合 い教え

合え るよ うな 「豊 かな

人間関係 」の育成 をめ

ざ し、一 人 一人 のよさ

を生か し、互 いに高め

合え る学習 を考 えてい

く必要がある。

運動の楽しさ体験

できるようになった
喜びを味わわぜる

友達との認め合い
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技能の向上

技能の習得

技能のポイントが
つかめる

i

駿懇…

懸
1

1【児童が体育学習に望むこと】1

0楽 しく運動 した いと望む児童は約7割 である。
○技能を身に付けたいと望む児童は約6割 で、女子

に比べ男子の割合が高い。

○体力をつけたいと思 っている児童の割合は、女子
に比べ男子の方が高い。

○友達と仲良 く運動 したいと思う児童は約6割 だが
男子に比べ女子の割合は高い。○他

からほめ られた り認められた りしたいと望む児
童は約2割 である。

一
1【教師が体育学習に望む こと】

である。

割合は6割 を越える。

○運動の楽 しさ体験やできるようになった喜び
を味わわせ ることの割合が約8割 であるのに
対 して、技能の習得や向上に関 しては約2割

○友達との認め合いができることを望む教師 の

研 究 の 視 点
○学習過程の工夫(児 童の実態に応 じた弾力的な学習過程)

○チームづ くり(チ ームや一人一人のよさを生か し互いに高め合えるチーム)

○評価活動の工夫(自 分や友達、チームのよさを認識できるような評価 と関心 ・意欲 ・態度、

思考 ・判断、技能の3観 点の項 目の設定)

9



3研 究 の視点

(1)一 人一人の よさが生 きる学習過程

ボール運動 は,興 味 ・関心や学び方,技 能 などの異な る児童が,互 いに協力 し合い,一 人

一人やチームの思 いや願 いを実現 させなが ら競争の特性 にふれ る活動 を特徴 と してい る。学

習を進め る上で,す べて の児童が競争の楽 しさにふれ るには,十 分 時間をか ける必要があ る。

したが って,単 元の は じあに,や さ しいルールで十分 な時間をかけて学習す ることを通 して,

学習の仕方 を身に付 ける ことが大切で ある。そ こで,学 習の仕方やチームに慣れ,競 争の楽

しさにふれ る段 階(学 習①)を 設定す る。 さらに,学 習① にお ける経験 を土台 に して,作 戦

や練習を工夫 し,互 いに高め合 い,楽 しさを深あ る段階(学 習②)を 設定 す るステー ジ型 と

した。

また,自 分や友達の よさに気付 き,そ の よさをチームの中で生か し高め合 うとい う研究主

題に迫 るために,学 習①を 「よさを見 っける段階」,学 習②を 「よさを生 かす段 階」 と した。

学 習 ① 学 習 ②

よ さ を 見 っ け る 段 階 よさを生か し,高 める段階

今 もって い る力 で ゲ ー ム を楽 しむ 中で,自

分 や 友 達 ・チ ー ムの よ さに 気付 き,互 い に

認 め合 う。

チ ー ムや 一 人 一 人 の よ さ を生 か し,作 戦 を

立て た り,練 習 を 工 夫 した り して 互 いの よ

さを 高 め合 う。

ア 弾力 的な学習過程

学 習の仕方や技能の習熟度な どの学習の準備状 況 に応 じた学習過程 と した。 また,学 習

の実態や児童の変容 に応 じて,各 段 階の時数を弾力的に変更で きるように した。

・初めてボール運動 をす る場合

・学び方 が十分 に身に付 いて いない場合

・ルールや仲 聞に慣れ,競 争の楽 しさに

ふれ るのに時間がかか る場合

・ボール運動 の学習の積み重ねが十分な

場合

・一人一人がよさを認 あ合 い,運 動の学

び方が十分に身に付 いて いる場合

学習① 学習② 学習① 学習②

一人一人の児童 に運動の楽 しさや喜びの

体験 と,そ れの求め方を学習 させ るた め

には,学 習① はで きるだけゆ とりを もっ

て構成す る。 この学習を通 して児童相互

のよさを見つ けて い く。

学習① で見っ けた よさを生 か して作戦 を

立 て,練 習や ゲームを十分にで きるよ う

にす る。さ らに,自 分 たちで練習計画を

立てて,学 習 を進 める ことがで きるよう

にす る。

一10一



イ チームの時間の設定

児童一人一人が主体的 に学 習 に取 り組み,意 欲を もって活動するたあには,学 習の 中に

児童 自 らが意志決定 した り,学 習方法 を選択 した りす る場を設定す る ことが大切で ある。

この ことは,児 童の思いや願 いを生 かす ことであ り,運 動の楽 しさや喜 び もさ らに高 まる

のであ る。

そ こで,学 習の進め方にっいて話合 いを した り,作 戦を試 した り,練 習 を した りす るな

ど,自 分た ちで学習の進 め方 を 自由に計画す ることがで きるrチ ームの時間』を設 けた。

技能差が明確で,ゲ ームに慣 れていな

い場合(や さ しい段階)

〈パ ター ンA>
W

学習① 学習②

十分ゲームを楽 しむ
爪繭 ムの

/

r

彪力/
'

「

W.

ゲ ー ム

「学 習① で は,十 分 ゲ ー ム を楽 しみ,学

習② に チ ー ム の 時 間 を 設定 」

学習の見通 しが もて る場合

(進 んだ段階)

〈パ タ ー ンB>

W

学習① 学習②

ゲ ー ム

ゲ ー ム

ゲ ー ム

T

チ ー ムの 時 間

.↓弾刺 し
ゲ ー ム

「チー ム の 時 間 を 自 由 に選 択 し,チ ー ム

独 自の計 画 で 」

学習①では,十 分 ゲームを楽 しむ中で,

学習の仕方 を身に付け る。

学 習② でチームの時間を設定 す る。 チー

ムごとに学 習内容 を選 び,そ れぞれのチー

ムで学習計 画を立 てて,互 いによ さを高 め

合 う。1単 位 時間の枠で取 った り,児 童の

実態に合わせて,学 習② の途 中に取 った り

す ることも考 え られ る。

※チームの時間を点線 で示 して あ るの は,児

童の状況 に応 じて,そ の時間を弾力的 に取

り扱 うことを意 図 しているか らで ある。

学習① では,ゲ ームやチームの時間を通

して個人やチームの よさを見つ けたり,認

め合 った りす る機会 を増 やす。

学習② では,よ さを生 か し,相 手 に応 じ

た作戦を考え練習す る。

さ らに,児 童の実態 に応 じて,チ ームの

時間 とゲー ムの取 り方 を 自分 たちで考えて

い く。特 に,学 習②で は,1単 位時 間の流

れな どを対戦チームや コー トごとに計画 を

立て ることもで きる。

*第5年 で は,バ ス ケ ッ トボ ー ル を11時 間,サ ッカ ー を10時 間扱 い,第6学 年 で は,バ

ス ケ ッ トボ ー ル を10時 間,サ ッカ ーを11時 間扱 い と した。
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ウ 実践例 〔第6学 年 サ ッカーの学習過程例〕(パ ター ンA)

学習② にチームの時間を1単 位 時間の枠で設定 した例

回

学

習

活

動

学 習 ① 〈オ リエ ンテ ー シ ョン〉

○学習 のね らいやiO試 しのゲームを

道す じを知 る。iし て,自 分やチ

○チーム編成をすi一 ムの力をつか

る 。:む 。

○役割分担や学習iO自 分 やチームの

資料の活用の仕i願 いを明 らかに

方を知 る。iす る。

○ルールやマナーiO次 時の確認 をす

につ いて話 し合iる 。

って決め る。i・ 対戦相手

01時 間の学習のi・ 役割分担

進 め方を知 る。i

O次 時 の確認をすi

る。
・対戦相手

※ こ こで は,オ リエ ンテ ー シ ョン

を2単 位 時 間 設 定 した 。

3～

〔リー グ戦 〕

○ ゲ ー ムの 進 め 方 を確 か め る。
・め あて ・ル ー ル ・コ ー ト ・マ ナ ー

・対 戦 相 手

○ ゲ ー ムや 練 習 を す る。

〈学 習 の 進 め 方 〉 〈コ ー トの工 夫 〉

(横 グ リ ッ ド)(縦 グ リ ッ ド)

回
1

話 し合い ・練習

(ト ライ ア ン グル コー ト)

1

回
広 が って動 くこ と 自分 の ポ ジ シ ョン シ ュー トチ ャ ン ス

が で き,パ ス を 中 や 素 早 い 攻守 の切 が 多 い 。

心 と した ゲ ー ム に り替 え の 動 き を理

な りや す い。 解 しや す い。
・今 い る この メ ンバ ー で ど の よ う なゲ ーム が で きる か ,作 戦 を考 え る。
・チ ー ムの よ さに 合 った練 習を す る。(チ ー ム の攻 撃 パ タ ー ン)

○学 習 の ま とめ を す る。
・め あて ・ル ー ル ・コー ト ・マ ナ ー な ど

'

'

ー

1

▼

1

ー

隔

〈Pチ ームの時間の設定 』の仕方〉

サ ッカーの学習に対 す る関心 ・意欲や,技 能面で の差が大 きい場 合,リ ーグ戦や対抗戦の

合 間に行 うような短 時間のチーム練習で は,十 分 な技能の伸びや教 え合 いは期待で きず,児

童 の思 いや願いを生か しきれない。そ こで,1単 位 時間をrチ ー ムの時間』 として とること

で,児 童が練習方法 や時間配分 などの学習内容 を主体的 に決め るように し,ゆ とりを もって

学習 を進 めることがで きるよ うに した。 また,単 元全体の 中で,あ る程度 チームのま とま り

がで き,互 いの よさを認あ合 うよ うになる学習② の初 めに設定す ることが適切 であ る。

〈Pチ ームの時間』の計画づ くりに対す る支援〉

1

9
台

O
d

4

5

ρ
0

オ リエ ンテ ー シ ョ ンで,rチ ー ムの 時 間 』 につ い て の見 通 しを もっ 。

よ さを意 識 しなが らチー ムの 作戦 を考 え,さ らに そ の た めの 練 習 方 法 を 考 え る。

チー ム の時 間の 内容 を メ ンバ ー で話 し合 い,簡 単 な計 画 を立 て る。

キ ャプ テ ン会 議 を行 い,コ ー トや 時 間 の使 い方 。

必 要 に応 じて チ ー ムの 計 画 を 見 直 す。

練 習試 合 の 相 手 を 想 定 した練 習方 法 を考 え る。
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学 習 ② 〈チ ー ム の 時 間 〉

Oi桑 一ムのよ さ1を璽かす ために,チ ームで学習内容を選択 し.

計画を立て 巻。
・練習内容 ・時闇配分 ・ルールや場 ・練習試合の方法

・役割 勇担 ・めあて

Qチ ーム廼練 習や蟹一ムをず る。
・練習 く個人 、チーム)
・練習試合

・作戦 タイム

・ポ ジションに含わ せた練 習

◎学習のま とあをずる。

ヂームの蒔 闘齢画書

※ この例Zは,ヂ ームの時間

11

〔対 抗 戦 〕

○ ゲ ー ム の進 め方 を 確 か あ る 。

・対 戦 相 手(ル ー ル ,コ ー ト)

○ ゲ ー ム や練 習 を す る。

話 し合 い ・練習

-
回

回

トーナ メ ン ト戦

・役 割 分 担 ・め あ て

話 し合 い

話 し合い ・練習

y

囲
○ 学 習 の ま とめ を す る。

・め あて ・ル ー ル

内

・コ ー ト ・マ ナ ー な ど

f36
rチ ー ム の時 間 』 の 計 画 書(Bチ ーム)

6

國
12

団

圖
16

x<
fZ....

Imo!

0

30

36

練 習膨 鰯鞭習

レ し舘 一
¢試 合前練 鞠 淑 か癖 渤

驚'欝諜 灘藁

灘瓢8驚 孕
①今Eセ ふソ返 。て

反 省 ② 友 達 の・いところ

〈rチ ー ムの 時 間 』 に対 す る児 童 の 感想 〉

「作 戦 を くわ しく考 え られ た 。 」

「練 習 を た くさん で きた。 」

「パ スの 仕 方 や も らい方 が 少 し うま くな った 。 」

「自分 や 友 達 にあ った ポ ジ シ ョ ンが 分 か っ た。 」

〈成 果 〉

・1時 間 目 は子 供 た ち は計 画 した 内容 に追 わ れ

て い たが,2時 間 目は ス ム ー ズ に練 習 で き た。

・チ ー ムの 作 戦 にっ い て振 り返 り,修 正 す る こ

とが で きた 。

・1時 間 目 よ り は ,さ らに作 戦 を意 識 した活 動

に な って きた 。

・計 画書 で 教 師 が 支 援 の 見通 しを もっ こ とが で

きた。
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〔第5学 年 バ スケ ッ トボール学 習過程例〕

学習① か らrチ ームの時間』を設定 した例

(パ タ ー ンB)

学

習

活

動

学 習 ① 〈オ リエ ンテ ー シ ョン〉 オ リエ ンテ ーシ ョン(2時 間)の 言葉か けの実際

○学習のね らいや道 す じを知 る

○ル ールやマナーの確認をす る

○ ボールを使 った準備運動 をする

○ シュー トゲームをする

○試 しのゲームをする

○全体で話合 いをす る

ゲ ームでの願い

① ボールにさわ りたい

② シュー トを打ちたい

③ パスをっ なげた い 等

○チーム編成 の話合 いをす る

○チームの願 いを もとに,次 時の

ゲーム形 態を確認す る

○ 願 いを 生 か した ゲ ー ムを す る

・3対3(願 い:① ,②)

・ ドリブル な し(願 い:③)

○全体で話合いをする

・ルールの工夫 等

○チームごとに,チ ームカー ド

に記入 し,次 時か らのrチ ー

ムの時間』 につ いて話 し合 う

○次時の確認 をす る

オリエンテーションカ、

ら次 に移 行す

る 目安

*多 様 なよさを見つ ける観点 が分か る

*rチ ームの時間』の使い方 が分か る

「見合 う相手を決あて,見 つけたよさを相手 に伝え よう」

「ナイスパ ス,ナ イス シュー ト,ナ イスカ ッ トなどの声

を どんどん 出そう」

「試合中だけでな く,係 や準備,後 片付 けの時 もよさを

見つけよ う」

「Aチームの話合 いで,○ ○君 のプ レーをみん なで認 め

ていたよ」

rBチ ームは練習で みん なのよい ところを見つけて,声

をかけ合 っていたね」

rCチ ームはみんながシュー トを打 っていたね」

fDチ ームはパスをよ く回 して いたね」

↓↓

チームの実際

・積極的 にシュー トを打 って いた

・一人一人が技能面以外 のよさについて知 った

・言葉か けが活発であ った

☆ オ リエ ンテー シ ョンを2時 間 とることについて

初めてバスケ ッ トボールを経験す る5年 生が,よ さについての認識を深あ,学 習を主体的に進め られるように,オ リエ ンテー シ

ョンの内容を次のよ うに考え,2時 間設定 した。

・学習の進あ方 を知 る ・ボール に慣れ る ・一人一人 に多様なよ さが あることを知 る ・願 いを生 かす ためにrチ ームの

時間』がある ことを知 る ・シュー ト,パ ス,ド リブル等の技能について知 る。

シュー トゲーム について 試 しのゲームにつ いて

① シュー トが 入る喜 びを一人一人が体験す る ①今 もっている力でゲームその ものを楽 しむ

② ゲーム中に積極的 に自信を もって シュー トが打 てるようにす る ②バ スケ ッ トボールの特性 にふれ る

ルールの工夫 チーム編成

願 いを生か したゲーム

①:学 習①での 『チーム』 の時間の使い方を知る

②:一 人一人のよ さの観点 を知 る
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学 習 ①3～ 学 習 ② 11

〔時 間設 定 は児 童 が 決 め る〕

リ ー グ 戦 ①.〆 ・一...対 抗 戦 ①

,,〆"/'チ ー ム の 時 閤'"、

.・一・〆 チ ーム ご との工 夫 した練 習 ・話 合 い ・作 戦 ・役 割 の確 認 等

よさを見つ け合い,め ざすチームに

近付 くたあの練習や話合 いをす る

リ ー グ 戦 ②

話合い チーム ごとに話 し合い,よ さを認 め合 う

学習②に

移行する

目安

*一 入一入のよ さをチームで認 め合 って いる

*こ んなチームに したい とい う願 いをもってい る

*め ざすチームに近付 くための学習方法が分か る

チームや個のよさを生か し,

相手に応 じた作戦を考え,練 習す る

対 抗 戦 ②

話合い チームごとに,よ さが生かせたか話 し合 う

例:A ゲ ー ム → ゲ ー ム → ゲ ー ム

B ゲ ー ム → ゲ ー ム → チームの時間

C ゲ ー ム 一, チームの時間 → ゲ ー ム

D チ ームの時間 → ゲ ー ム → ゲ ー ム

学 習①の言葉か けの実際

「チームのよか ったと ころは何 だろう」

「チ ームのみんなが活躍 できるには,ど うすればいいかな」

「パスがつなが らないときは,ド リブルな しでゲームや練 習を し

てみよ う」

「3対3の ゲームや練習 は,ボ ールを持つ機会が増 えるよ」

「一人一 人のよさをゲ ームに生かせ ると,も っと強 くなるよ」

11

チームの実 際

・友達へのア ドバイスが具体 的になって きた

・一人一人のよさをゲームに生かす ために
,rチ

ームの時間』 の使 い方 を教師 の支援や学習資料

を参考 に考え るようになって きた

学習②の言葉かけの実際

「ボールを持 っていないときの動 きに も注 目してみよう」

「今 日の相手 の中で,マ ークす る人は誰かな」

「相手の○○君 はパ スカ ットが うまいか ら,そ れ を避 けて サイ ド

か ら攻 めてみよう」

「今 日の作戦で 自分の よさが生きるよ うに,ゲ ームを思 い描 いて

自分 のめあてを決め よう」

11

チームの実際

・作戦にそ った練習が できるようになって きた

・ゲームでの一 人一人 の役割が明確 にな って きた

・攻守の切 り替 えが早 くなって きた

一15一



〔第6学 年 サ ッカ ー本 時 案 例 〕

(1>展 開

パ ター ンA(11時 間扱 いの6時 間 目)

分1学 習 内 容 ・活 動1支 援

1.学 習の進め方の確認 ○服装などの確認をする。

○対抗戦に向け,rチ ームの時間』を有効に使 うことを確認する。

4 2.準 備運動 ○主に脚のス トレッチをする。跳躍等を行い,身 体的準備を整える。

3.チ ーム の 時 間 ○場所を確認する。

Aチ ー ム の 例
分

学 習 活 動 支 援 児 童 の 活 動

練 習(9分) ○練習方法を理解して →自分たちが立てた計画を思い出すことがで

・練習方法確認 いるか確かめる。 き た 。

・パ ス～ シ ュ ー ト練 習 ○個別にボールの蹴 り →自分の失敗を気にしていたが,承 認され安

6 キ ャ プ テ ンが,ボ ール の 方 ・止め方を助言す 心すると同時に,ボ ールを止めてから蹴る

蹴 り方をア ドバイスした る 。 こと を心 が け る よ う にな った 。

話 し合い(3分) 「一回止めてからで

・作戦や動き方の確認 いい か らね 。 」

12

練 習(6分) O作 戦を認め,落 ち着 → キ ャプ テ ンが メ ンバ ー に声 を か けた 。

・作戦に合わせたパス～ シュ いて試合に臨むよう 「落 ち着 いて い こうぜ 。 」

一 ト
励 ます 。

18

練習試合(5分) 0個 別 に デ ィ フ ェ ン ス →ボールをキープして味方にパスする姿が見

(A2対D2) の仕方にっいて助言 られ るよ うに な った。

・審 判 ・ア ナ ウ ンス す る。

24 ・時 間 ,得 点 ・カ ー ド記 入

練習試合(5分) ○よい動きを賞賛 し合 → シ ュー トを 決 あ た メ ンバ ー に,キ ャプ テ ン

(A1対D1) うよう助言する。 が声をかけた。

・審 判 ・ア ナ ウ ン ス 「ナ イ ス シ ュ ー ト」

30 ・時 間 ,得 点 ・カ ー ド記 入

話合い(6分) Orチ ー ム の 時 間 』が → メ ンバ ー全 員 で 確 認 し合 った。

・作 戦 につ いて 有効であったか確認 「練習の時間にキャプテンがボールの蹴 り

・チ ー ムや 一 人 一 人 の よ さ に す る。 方 を教 え て くれ た 。 」

36 ついて

4。 整 理 運 動 ○よく使 った筋肉をほぐすように助言する。

○急激に筋肉を冷やさないよう配慮 しながら,整 理運動を行う。

5.学 習の ま と め Orチ ー ム の 時 間 』が チ ー ム に と って 有 効 で あ った か ど うか,よ さを

・rチ ー ムの 時 間 』 を振 り返 る。 生かすことができたかどうか考えるように助言する。

45 ・よ さ に つ いて ・次 時 にっ いて ○次時の学習活動を確認する。

(2}本 時の考察(Pチ ー ムの時間』を1時 間終えて)

01時 間の学習計画を主体的に考 え,計 画表に表 した ことで,見 通 しを もって学習す る こと

がで き,練 習の時間を大切 に しよ うと考え る様子 が見 られ た。

○ 自分たちで学習内容を進めてい くことで,学 習①で は見 られなか った言葉 かけや教え合 い

が見 られ,チ ームカが高 まった。

○ サ ッカーに対す る関心 ・意欲が高ま り,個 や チームに応 じた練習をす ることがで きた。

○ 練 習や話合 いの時間を十分に取 る ことにより,教 師の支援が さ らに具体的にな り,一 人一

人やチームに有効 にはた らいた。
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〔第5学 年 バ ス ケ ッ トボー ル 本 時案 例 〕 パ タ ー ンB(11時 間扱 い の4時 間 目)

(1)展 開

1.チ ー ム ごと に集 合 整 列 し学 習 内容 を知 る。

○ 対 戦 相 手 と役 割,チ ー ム の め あ て を確 認

す る。

○ 準 備 運 動 をす る。
・ス トレ ッチ

・ボ ー ル を使 って シ ュー トゲ ー ム

2.ゲ ーム ① を 行 う。

○ ゲ ー ム をす る。

1コートBチ ーム 対Cチ ーム 審 判:Dチ ーム

i2コ ートEチ ーム 対Fチ ーム 審 判:Aチ ーム

○審判チームは気付いたよさを伝える。

1チ ー ム の 時 間i

3.チ ー ム ご と に工 夫 した ゲ ーム,練 習,話 合

い を 行 う。

4.ゲ ー ム② を行 う。

○ ゲ ー ム をす る。

1コ ートBチ ーム 対Dチ ーム 審 判:Cチ ーム

2コ_rEチ ーム 対Aチ ーム 審 判:Fチ ーム

○審判チームは気付いたよさを伝える。
○チームごとに整理運動をする。

5.チームで話合いを行 う。

○今日の学習を振 り返 り,個 やチームのよ
さについてカー ドに記入 し,発 表する。

○個人の学習カー ドの記入をする。

6.集合 し,本 時のまとめをする。
○個人やチームのよさにっいて発表する。
○次時の予告をする。

支援(◆ 印)と 児童の活動(・ 印)

口 赤 色 チ ー ムの 活 動1シ ュー トゲ ー ム1

◆rリ バ ウ ン ドを と ろ う!」 「ナ イ ス シ ュー トの 声 は?」
・赤1「1本!」 ～ 「4本!」 「ナ イ ス シ ュー ト!」

・赤1～5「 周 りを 囲 ん で や ろ う。 」
・赤1「 そ うそ う。 」

口 黄 色 チー ム1ゲ ー ム の 様 子1
・黄1「 マ ー ク しろ 。 マ ー クだ!」

「ドンマ イ!」 「パ ス しろ!」

・黄6シ ュー トが 決 ま る。

◆ 「黄1は 声 が よ く出 て る ね。 声 や合 図 を 出 して,パ ス を

っ な ご う。 」

◆ 「シ ュー トの と きボ ー ドの ど こを ね らえ ば い いか な?」

「空 い て い る と ころ に動 いて,パ スを も らお う。 」

(練 習終 了後 の話 合 いで)
・黄6「 みん な固 ま って い るん だ よな

。 」
・黄2「 固 ま って い る人 や ,空 いて い る人 が いた ら,見

た人 が 声 を か け よ う よ。 」
・黄1・5「 うん

。 」

・青4

・青3

・青5

・青3

・青6

1ゲ ー ムの 様 子1
「サ イ ド,サ イ ド!(を 使 え)」

「(青5に)走 れ!」 パ スを 出 す 。

シ ュ ー ト決 ま る。

「ナ イ ス シ ュ ー ト!」

相 手 に よ くつ いて デ ィ フ ェ ンス を して い る。

手 を 広 げ て!」
「パ スカ ッ ト!」 「シ ュー トを 入 れ させ るな!」

ロ チー ム カ ー ドよ り
・友 達 が 「ドンマ イ

,固 ま るな 」 と声 を か け て くれ た 。
・他 の 人 が リバ ウ ン ドを と って くれ た

。
・作 戦 を み ん な 守 って い た

。
・W君 は シ ュー トや パ スが 前 よ り数段 うま くな った

。
・た くさん パ スが 回 った

。

② 本時の考察

Orチ ー ムの 時間 』 で は,児 童 が練 習 や話 合 い な どの 時 間 を工 夫 しなが ら使 う こ とが で き る

よ うに な って き た。 練 習 で は,ア ドバ イ ス を した り認 め 合 った りす るよ うな姿 が 多 く見 ら

れ た。 話 合 いで は,見 合 った こ とを生 か し,次 の ああ て を 考 え て い た。

○ ゲ ー ム中 に は,rチ ー ムの 時 間 』 の話 合 い を生 か した 言 葉 か け が活 発 に行 わ れ て い た。

○ 毎 時 間,見 っ けた よ さを 短 冊 に書 き,チ ー ム カー ドには って い く こ とで,よ さの 高 ま りが

視 覚 的 に と らえ られ,チ ー ムカ の高 ま りが 実 感 で きた。

○ 児 童 は,友 達 と認 め 合 い な が ら学 習 す る ことで 自分 に 自信 を もち,よ さを 発 揮 で き る よ う

にな って きた 。教 師 が 認 あ 合 って い る チ ー ムを 賞 賛 す る こ とで,友 達 同士 の か か わ りが 深

ま り,よ さを た くさん 見 っ け合 え る よ うに な った 。
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(2)一 人 一 人 の よ さが 生 き るチ ー ムづ く り

ボ ー ル運 動 で は,一 人 一 人 の 高 ま りが チ ー ムの 高 ま り につ なが り,チ ー ムの 高 ま りが個 の 高

ま りに っ なが る。 チ ー ムの 高 ま った状 態 を以 下 の よ うに と らえ た。

○ 友達 に激 励 や賞 賛 の 声 をか け,全 力 で練 習 や ゲ ー ムを して い る。

○ チ ー ムの よ さ を生 か した作 戦 を 立 て て,そ れ に応 じた ゲ ー ム や練 習 を して い る。

○ 作戦 に そ って,シ ュー トに結 び付 くパ ス や ドリブル を した り,攻 守 の 切 り替 え を 素 早 く

して い る。

〈チ ー ムカ を 高 め る道 す じ〉

チ ー ムカ の 高 ま りを以 下 の 図 の よ うに考 え た 。

● ▲ ☆

・ ・

す ぐに現れ そ うなよ さ

チームカの高 ま り

e発 揮されたよさ

○ チームの力

上 図 ① は,チ ー ム を編 成 した ときの 状 態 で あ る。 チ ー ム の メ ンバ ー は,そ れ ぞれ に よ さを 発

揮 す るが,そ れ が 自分 の よ さで あ る ことを 明 確 には理 解 して い な い。

この 状 態 か ら,ゲ ー ム やrチ ー ムの 時 間 』 を 通 して,互 いの よ さを 見 っ け,認 あ 合 う こ とで

自分 の よ さ に気付 い て い く。 自分 の よ さを 自覚 す る こ とに よ り,自 信 を もって プ レー で き るよ

うに な る。 この過 程 で,チ ー ムの 一 員 と して の 存 在 感 が生 まれ,さ らに,チ ー ム と して の よ さ

に気 付 くよ う にな る。 これ が,上 図② の 状 態 で あ る。

一 人 一 人 が チ ー ム と して の よ さを発 揮 した り ,個 々の よ さ を生 か した作 戦 を 立 て て ゲ ー ムを

す る ことで,個 々の よ さが チ ー ム の よ さ に な って い く。 ま た,児 童 相 互 の教 え 合 いや 児 童 が 自

信 を もって プ レー す る中 で,新 た な よ さ に気 付 いて い く。 この こ とに よ り,上 図 ③ の よ うに,

チ ー ムの よ さが 広 が り,さ らに チ ー ムカ が 高 ま って い く。

教 師 は,一 人 一 入 の よ さを 見取 って い く とと もに,児 童 相 互 の か かわ り(認 あ合 い ・教 え 合

い な ど)を 深 め る支 援 を して い くこ とが大 切 で あ る。
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「一人一人のよさが生きるチームづ くり」に関す る教師の支援

学 習 ① 「 よ さ を 見 つ け る 」 段 階

【自分や友達の よさを見つ け,認 め合 うチーム】

◆言葉か け
《チーム編成》
・意欲が もて るようなチーム編成

をす る。

☆ ミニゲーム ・試 しのゲーム
「自分の得意 な事は何かな」
「バ スケ ッ トボール(サ ッカー)で

どんな事を したいかな」
☆ キャプテ ン(編 成委員)の 選出
「チームの編成を任せ られ る人,チ
ームを まとめ られ る人を選ぼ う」

☆ チーム編成
「どのチー ムにも勝つチ ャンスがあ

るように,チ ーム分けを しよ う」

◆言葉か け
《話 し合 い》
・毎時間,互 いのよ さを出 し合え るようにす る。

「友達ががんば うた ことをた くさん教えて あげ よう」
「自分ががんば った ことをカー ドに書 いて おこう」
「前の時 間よ り,よ くなった所 は何か な」

《役割(係)分 担》
・役割(係)を 自覚 して活動 し,よ さを多面的 にとらえ られ るよ うにす
る。

「分担 された仕事を しっか りやろう」
「準備や片付 け,係 のよ さも見つ けてい こう」

《マナ ーの理解》
・審判や勝敗 に対 して公正 な態度が とれるようにす る。

「失敗 して もrド ンマ イ』 と声 をかけて あげよう」
「審判の判定に は,従 お う」

《ゲーム》
・互いの よさをゲームの中で見 つけ られるようにす る。

「いいプ レーを見つけて,ど んどん声 をかけよう」
「チームの友達がや る気を出せるよ うに,応 援 したり励 ま した り しよう」

〔学習①か ら 「チームの時 間」を設定す る場合〕
《チ ームの時間》
・よさを多面的に とらえ,自 分 や友達 のよさを見つ け られ るようにす
る。

☆作戦 ・練習
「友達の よさを見つ け,た くさん教 えてあげよ う」
「うまくで きたことを,友 達 にどんどん教えて あげよう」
「チ ームの願 いを実現 してい くためには,ど ん なことを して いった らい
いか な」
「チ ームの よさを見つけ,そ れ を もとに作戦 を立ててみ よう」

☆話 し合 い
「チー ムの願 いを もとに,チ ームの時間の内容 を考え よう」
「自分 たちに合 ったチームのめあてや内容 を考 えよう」

《技能の高 まり》
・ボール慣れやゲームを通 して,個 人の技能を中心 に高めていけるよ うにする。

「いろいろなパスの仕方 を試 してみ よう」 「自信を もって審判を しよ う」
「山 なりの シュー トを打 ってみよう」(バ スケ ッ トボール)「 足の裏 でボールを止 めるといいよ」(サ ッカー)

〔学習①か らrチ ームの時間』を設定す る場合〕
・チームの時間やゲームを通 して,技 能を高めて いけ るようにする。

「ドリブルやパスを使 ってボールを運んでみ よう」 「パ スを もらえる位置に動 こう」
「コー トを広 く使 って攻めよ う」

◆学習資料
rよさカー ド』r個 人カー ド』など

〔学習①か らrチ ームの時間』を設定す る場合〕
rチ ー ム カ ー ド』rチ ー ム の 時 間 計 画書 』P作 成 ・練 習 カ ー ド』 な ど

学 習② 「よ さ を生 か し,高 あ合 う」 段 階

【互いのよさを生か し,高 め合 うチ ーム】

◆言葉かけ
《チームの時間》
・チームの願 いや作戦を共有 化 し,そ れに向か ってチームが取 り組 め るよ
うにす る。

☆話 し合い
「一 人一人のよい所 を生か して,作 戦を立て よう」
「作戦の立 て方や練習方法 は,学 習資料を参考 に しよう」
「キ ャプテ ンを中心 に協力 して話 し合お う」

☆準備運動 ・ボール慣れ ・練習
「今 日の学 習には,ど ん な準備運動が必要かな」
「みんなで教え合 おう」
「協力 して練習を しよう」

《ゲーム》
・互いのよ さを生 か し,高 め合え るようにす る。

「一人一人のよ さをプ レーの中で生か してい こう」
「友達のいいプ レーが出て いた ら,ど ん どん声をかけよ う」
「自分たちのチームのよさをどん どん出 してい こうJ

《学習計画づ くり》
・チームの願いを もとに学習の道す じを決あ,学 習を自分 たちで進 めて
いけ るよ うにする。

※毎時間,rチ ームの時 間』 とゲ ームを どのよ うに取 り入 れ るかを決 める。
「自分たちのチームに合 った学習 の進め方を考えよ う」

《技能の高 まり》
・作戦に応 じた練 習やゲームを通 して,チ ームの技能を 中心 に高めて いけ
るようにす る。

「パ スを もらえ る位 置に動 こう」 「攻 めと守 りの切 り替え を素早 くしよう」
「コー トを広 く使 って攻 めよう」 「ゴールに背 を向けて守 るといいよ」
「ボールに対応 して動 きなが ら審判 を しよ う」

◆学習資料
rチーム カー ド』rチ ームの時 聞計画書』 r作 戦 ・練 習 カ ー ド』 な ど
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(3》 互 い によさを認め合い,よ さを生かす評価

体育科 におけ る学 習評価 は,生 涯体育 ・スポーツの実践 に生 きてはた らく力の育成をね らい

とし,学 習を 自発的 ・自主 的に進 める力が どの程度身 に付 いたか(高 ま ったか)を 内容 と して,

学習の前後や学習中 に児童 と教師 が行 う活動であ る。 また,評 価 にあた って は,児 童一人一人

のよさや可能性を生かす工夫が求 め られて いる。

よ さとは,一 人一人が もってい る固有の資質や能力である。児童 は,そ のよさに気付 いた り,

よさの高 ま りを実感 した り,互 いに相手 のよさを認め合 った りす ることによ って,存 在感 を自

覚 し,自 信を もって学習 に主体的に取 り組む ようにな る。

しか し,授 業や調査部 の行 った意識調査 の結果か ら,

○児童は,自 分の よさに気付 きに くい。

○教師は,技 能 に関す る児童の よさに意識が 向け られ る傾向がある。

とい うことが,明 らかにな った。

そ こで,本 研究では,児 童 と教師が学習中に現れ たよさを的確に把握で きるように,児 童の

学習 時の行動を吟味 しなが ら,ボ ール運動 におけ るよさにつ いて整理す る ことに した。児童が

どのよ うな場面で,ど の ようなよさを発揮すれば,ボ ール運動の楽 しさを味わ うことがで きる

かを考え,そ れ らを具体的な よさの現 れ とした。 さらに,児 童 と教師によ る評価 を,い っ,ど

の ような方法 で行えば,児 童がよ さを把握 しやすいのかにっ いて も検討 し,学 習 カー ドなどの

学習資料を作成す る際の参考 と した。

① ボール運動における評価計画作成のポイ ン ト

○児童が発揮 したよさを把握 しやす いように,段 階や場面に応 じて,児 童の具体 的なよ さの

現れを例示す る。

○ よさを関心 ・意欲 ・態度,思 考 ・判断,技 能 の3つ の観点で分類 し,よ さを3っ の観点か

ら幅広 く把握で きるよ うにす る。

○チーム内で,一 人一人の どのよ うなよさが生 か され たかを中心に評価で きるよ うに,評 価

方法 を工夫す る。

② ボール運動の評価規 準

・学 習 に積 極 的 に取 り組 み なが ら,自 分 や チ ー ム の よ さ を進 ん で 知 ろ う と して い る。

・賞 賛 し合 った り励 ま し合 った り して ,チ ー ムで協 力 しなが らゲー ム を して い る。

・運 動 の仕 方 や ル ール な どを守 って ゲ ー ムを して い る。

・自分 や チ ー ム に あ ったあ あ て や作 戦 を決 め た り ,対 戦 後 に振 り返 って め あ て や 作 戦

を修 正 して い る。

・め あ て や 作戦 の達 成 の た め に ,話 合 いや 練 習 の 時 間 を 有効 に使 って い る。

・教 師 や 友達 の助 言 ,資 料 を 生 か して学 習 して い る。

・バ スケ ッ トボ ー ル ,サ ッカ ーの技 能 を身 に付 け,

役 割 を 果 た して ゲ ー ム を して い る。

※詳 細 につ い て は,平 成6年 度 小 学 校教 育 開発 指 導 資 料 を参 照
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評 価 計 画 〔5・6年 バ スケ ッ トボー ル ・サ ッカー〕

観 点
学 習 ① 「よ さ を 見 つ け る 」 学 習 ② 「よ さを生 か し,高 め 合 う」

要 素
話合 い ・練習(チ ームの時間) ゲ ー ム チームの時間(話 合 い ・練習) ゲ ー ム

主な評価方法

言葉かけ ・よ く声 を 出 して い る
。 ・友達 を応援 している。 ・友達 に賞 賛や激励 の声をかけて

○観察を中心 に して
い る。 児童と教師が評価

関 心
,

熱 中 ・進んで練習を してい る
。

・農分の意見を出 してい る
。

・よ く動 いて ゲームを楽 しんで い

る。

・全力で練習 してい る。 ・よ く動 い てゲ ー ム を 楽 しん で い

る 。

す る。

意 欲
●

態 度

協 力

公 正

・チームでま とま つて話合いを し

た り,練 習 した りしているo
・ル ールを守 り,審 判の判定に従
って いる0

・チ ームのめあてを達成 するため

に協力 して練習 している。
・ル ー ル を守 り,フ ェ ア プ レー を

心 が けて い る。

安 全 ・運動 の場や用 ,服 装 などの安 ・運 動 の場 や用 具, 服装 などの安
全 に気を付けて いる。 全 に気 を付 けている。

共感
・よ さ を 見 つ け

るa
認 め 合 って い ○ よ さを見つけてい る。 ・よ さ を 見 っ け た り

,認 め合 つ たり
,生 か した り して い る。

・よ さを 生 か そ う と して いる 。 ○観察,学 習カー ド
話合い,等 の方法

め あ て

(作戦)

・めあ て を もて る
。

(個 ・チ ー ム)

o め あ て を意 識 して い る。

(個 ・チ ー ム)

・チ ームの めあて ・作戦 に応 じた

自分の めあてを もて る。

・チ ーム のめ あ て ・作戦 を理 解

し,そ れを意識 してゲームを し

で,児 童が 中心 と
なって評価す る。

思 考
見 通 し ・ゲ ー ム を 振 り返 り,次 の め あ て

を 立 て て い る。

・自分のチ ームの よさを生か した

作戦,相 手のチームに応 じた作

て い る。

戦を たててい る。
・侮戦が うまくい ったか確 かめて

o い る。
工 夫 ・作戦 に合 った練習 を して いる

P

判 断 助言 ・気付いたことを友達 に伝え てい

る。

・友達 や教 師の助言 を生か して い

る。

・友達 や教師の助 言を生か してい

る。
○観察を中心に して

教師が評価す る。

資料活用 ・学習資料 を活用 して,話 合 いや練
習を している。

・臼的にあった学習資料を選 び活

尾 している。

・友達 に助言 して いる。

知 識 ・パ ス や シ ュ ー ト,ド リブル の 仕 方が 分 か る。

ρ 「 「「

・攻め方,守 り方が碕か る。 ○観察を中心に して

審 判 ・ル ー ル を 理 解 して 審判 を して い る。 ・ルールを理解 し,よ く動いて審判を してい るD
児童 と教師が評 価
する。

バ ス ケ ッ

トボ ー ル

・声 や合 図 を 出 して パ ・進 ん で シ ュー トし ・ ドリブ ル を して ボ ー

ス を して い る。 て い る。 ル を運 ん で い る。
・パ スを も らえ る位 置 に動 いて い る。
・手 を 広 げ て守 って い る。

・攻めや守 りを意図 して体やボールを操 作 してい る
。

・シュー トに結び付 くパ スや ドリブルを している
。

・作戦に有効な位置に動いてい る。
・攻守の切 り替えを素早 くしている

。

○観 察,学 習カー ド
話 合い,等 の方法
で,児 童 と教師が
評価す る。

技 能

サ ッカ ー

・動 いて い るボ ー ル ・止 ま って い る ボ ー ル ・ ドリブ ル を して ボ ー

を 足 も とに 止 め て や 動 い て い る ボ ー ル ル を運 ん で い る。

い る。 を キ ッ ク(シ ュ ー ト)
・ボ ー ルを 体 で受 け して い る。
ボ ール の 勢 い を 弱

・攻めや守 りを意 図 して体やボールを操作 している
。

・シュー トに結び付 くパスや ドリブルを して いる
。

・作戦 に有 効な位 置に動 いている。
・攻守 の切 り替えを素早 くして いる。

○観察,学 習 カー ド
話合 い,等 の方法
で,児 童 と教師が
評価す る。

め て い る。
・声や合図を出 して ・パスを もらえ る位置 に動 いて いる,
パ スを して い る。 ・コー ル を背 に して守 って い る。

※評価計画作成上の配慮点1.
2. 拳酷 鵯 隔 縄 薮τ蝦 幣 鎌 垂黒纏1+撃 蛯 慕1舌麟 欄 縞 舞騰 騨 欝 一ムの時間に重点をおし'て評価す・・

回

●



〈評 価 活 動 にか か わ る学 習 カ ー ド例 〉

ア レー ダー チ ャー トの活 用

個 人 カ ー ド(学 習 ①)(バ ス ケ ッ トボ ール)
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自由記 述の欄

個人 カ ー ド(学 習 ②)(バ ス ケ ッ トボ ー ル)

バ ラ ンスがわ かる
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○ 評 価 規 準 を基 に,学 習 ① と学 習 ② の各 学 習 段 階 で具 体 的 な項 目を 設定 した。

「楽 しさ 」'に関 す る もの 関 心 ・意 欲 ・態 度 にっ いて の 自己評 価

「よ さ 」 に関 す る もの 学 習 の ね らい とな る,よ さ にっ い て の 自己評 価

「チ ー ムづ く り」 に関 す る もの … … …思 考 ・判 断 の 面,友 達 との か か わ りに っ いて の 自 己評 価

「技 能 」 に関 す る もの 身 に付 け たい技 能 に つ いて の 自己評 価

○ 時 間 を か けず に振 り返 る こ とが で き る もの にす る。

○ レー ダー チ ャー トを用 い る こ とで,自 分 の 力 が バ ラ ンス よ く高 ま って い くこ とが分 か るよ う

にす る。

○ 自 由記 述 の欄 をっ く り,レ ー ダ ーチ ャー トに表 せ な い もの や,話 合 いの 中で 出 せ な か った 感

想 や よ さに つ いて の意 見 を書 き込 む よ うにす る。

○ レー ダー チ ャー トは,自 己評 価 が よ り的確 な もの にな った い くた めの 有 効 な 資 料 で あ る。

初 め の うち は個 人 内 の尺 度 は的 確 で な い もの もあ る と考 え られ るが,お 互 い によ さを 見 っ け

た り認 め た りす る相 互 評 価 の 活 動 に よ り,次 第 に正 確 な もの に近 付 いて い く。

〈サ ッカー 〉

レー ダー チ ャー トは,個 人 学 習 カ ー ドの 中 に位 置

付 けた 。 一 入 一人 の児 童 に毎 時 間 つ け させ る こ とで

学 習 の 中 で 見 つ け た 自分 の よ さの 広 が りや変 化 を と

らえ させ る こ とを ね らい と した。

○ 教 師 が 把 握 しに くい,関 心 ・意 欲,思 考 ・判 断 に

か か わ る項 目を 中心 に設 定 し,自 己 評 価 す る。

○ カ ー ドに 記 入す る こ とで,本 時 の 学 習 を振 り返 り,

次 時 の め あ て の設 定 に活 用 す る。

○ レー ダー チ ャー トの広 が りや 変 化 を 確 か め る こ と

で,自 分 の よ さの 広 が りを 自覚 す る。
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イ 学 習 カ ー ド例

☆ 個 人 や チ ー ムの よ さを 認 め合 うチ ー ム カ ー ドの工 夫 ☆

チ ー ムで 話 し合 い,認 め られ た よ さを 短 冊 に書 き,チ ーム カ ー ドに は る。 こ うす る こ とで 一

人 一 人 の よ さや チ ー ム の よ さの 高 ま りが 視 覚 的 に と らえ られ,チ ー ムの 高 ま りを 実 感 す る こ と

が で き るよ うに した。

〈 チ ー ム カ ー ド記 入 例 〉
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' 、
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○ こん な チ ーム に した い

あざす チーム像牽学習①終 了

時に記入す る。

みん な にパ ス が 回 る。

力 い っぱ い プ レー で きる。

声 を か け 合 う。

○ ○ 君 の ドリブ ル を生 か す 。

○ ハ ー トの よ さ

関心 ・意 欲 ・態 度 にか か わ る

よ さ を記 入 す る。

「ト ン マ イ 」 と 言 っ て く れ た 。

最 後 まで ボ ール を追 って い た。

よ い プ レー を ほめ て くれ た。

○学び方のよ さ

思考 ・判 断にかかわ るよさを

記入す る。

チ ー ム の め あて が 達 成 で きた 。

相手 の攻撃パ ター ンが よめた。

シュートの こ つ を 教 え て く れ る 。

○ プ レーの よさ

技能 にかかわ るよさを記入す

る。

シ ュ ー トが よ く 入 っ た 。

コー トをむ だ な く使 った。

相 手 の い な い と ころ に動 い た。

○ め あ て ・作戦,結 果

1時 間 ご とに カ ー ドに記 入 し

て は る。



V研 究 の ま と め

1研 究の成果

(1)実 態調査 とその結果について

児童,教 師 に対す る実態調査か ら,学 習の進あ方,ボ ール運動 におけ る楽 しさの 内容,支

援 の時期や方法,よ さを どの ように認識 して いるか,な どの項 目について,そ の現状 を知 る

ことがで きた。 また,こ れ らの結果 を分析す ることによ り,児 童が体育学習 に望 む ことと,

教 師が体育学習 を通 して願 うことの接点 を明 らか にす ることがで きた。

(2)研 究の視点 にっいて

ア よさを生 かす学習過程

2段 階のステー ジ型 の学習過程 と し,そ れぞれの段階 において,よ さを見っ け競争の楽

しさにふれ ること,よ さを生 か した作戦や練習 を工夫 し楽 しさを深 める ことを中心 に支援

を行 った。 これ により,多 くの児童が 自分のよさを見っ け,認 め られ,高 ま りを実感 しな

が ら,ボ ール運動の楽 しさを十分 に味わえ る学習過程 を設定す ることがで きた。 また,弾

力 的に扱え る学習過程 と した ことによ り,児 童の現状 と学習 による変容に対応で き,意 欲

的な学習活動 を引 き出す ことがで きた。

イ ー 人一 人 の よ さが 生 き る チー ムづ く り

rチ ー ム の時 間 』 を設 定 し,児 童 が学 習 内容 を 選 択 し,チ ー ム や 自分 の め あ て に向 か っ

て 自 由 に活 動で き るよ うに した たあ,よ り主 体 的 に学 習 に取 り組 み,簡 単 な 学 習 計 画 の立

案 を 協 力 して 行 う こ とがで きる よ うにな った。 ま た,チ ー ム編 成,話 合 い,チ ー ムの 時 間,

ゲ ー ムの それ ぞ れ の 場 面 に お け る支 援 の 方 法 を工 夫 した ことで,充 実 感 と存 在 感 を感 じ ら

れ る学 習 を進 め る こ とが で きた。

ウ 互 いによさを認 あ合 い,よ さを生かす評価活動

ボール運動 にお ける具体的なよ さの現れ を整理 し,児 童や教師が,学 習活動 の中で発揮

されたよさを見つ ける時の観点を評価計画の中 に示 した。 これ により,児 童は 自分 や友達

のよ さをよ り多 く発見 し,肯 定的な自己評価,相 互評価 がで きるようにな って きた。 また,

教師は,技 能的 なよさ以外 にも目を向け,幅 広 く児童を とらえる ことがで きた。

2今 後の課題

(D学 習①か ら学習② へ移行す る際,児 童 のどのよ うな変容を根拠 とするのか,そ の観点を

さ らに具体的な ものにす るために研究を深 め る。

(2)学 習①の段階におけ るオ リエ ンテーシ ョンの内容や,だ れ もが今 もっている力で楽 しむ

ことがで きるゲームの内容を,さ らに工夫す る。

㈲rチ ームの時間』 におけ る児童の主体性 とそれを生かす教師の指 導 にっいて 明 らかにす

る。
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